
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域が抱える課題】 

・Society5.0時代の到来 

・新型コロナウイルス感染症の拡大による社会 

の変化 

・核家族化、共働き家庭やひとり親家庭の増加 

・貧困や社会的孤立の問題 

・少子高齢化、人口減少 

・都市化や過疎化 

【学校が抱える課題】 

・児童生徒が多様な人々と協働しながら様々な社

会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手

となることができるよう、地域の資源（地方公

共団体、企業、NPO、外部人材等）を活用した

教育活動の充実が求められており、地域との連

携が必要である。 

・学校及び教師が担うべき業務の範囲が拡大さ

れ、子どもと向き合う時間が減少している。 

 

第５号 

なぜ、学校と地域の連携が必要となっているのですか 

前回の通信では、改めて【北海道家庭教育サポート企業等制度】について紹介し、十勝教育局ができる締結

企業への支援についてお伝えしました。今回の通信では、なぜ今、【学校と地域の連携が必要なのか】につい

てお伝えします。 

 

①保護者や地域住民等が一定の権限と責任を持ちながら学校運営に参画する仕組みである「学

校運営協議会」 

②地域と学校が連携・協働して活動を行う「地域学校協働活動」 

の一体的な推進が図られています。十勝管内でも学校運営協議会の設置が進んでいます。ま

た、学校と地域が連携・協働した活動も数多く行われています。 

 
「地域学校協働活動」とは、具体的にどのような活動ですか 

 地域学校協働活動

としては、左図に記

載のあるものが活動

の例になります。 

企業で行っている

「職場見学・職場体

験の受入れ」や「学

校での出前授業」等

も、地域学校協働活

動の１つとなりま

す。 

上記の課題を解決するために 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子どもたちのために活動したいが、どのように始めたらいいですか 

十勝管内には、地域学校協働活動を推進するために、学校と地域をつなぐコーディネーターを配置して

いる市町村や、教育委員会の職員がコーディネーターを兼ねている市町村があります。ある市町村では、

学校運営協議会での話し合いによって決まった取組や、教職員から依頼を受けた事案に応じて、コーディ

ネーターが地域学校協働活動への協力に賛同した個人や企業などへ声かけをし、学校への支援へとつなげ

ています。 

「ぜひ、私たちも子どもたちのために活動をしていきたい！！」という企業の方がいらっしゃ 

いましたら、十勝教育局へ御相談ください。各市町村の取組や連絡窓口をお伝えします。 

本通信では、企業や学校関係者の皆様からいただいた声を通信に掲載していきたいと考えています。 

【学校と企業が連携・協働した取組を掲載し、情報を共有します】 

・企業として、学校や地域に●●で協力している。 

・学校の授業で、地元の企業の方に▲▲の体験で支援をいただいている。 

【企業や学校の依頼や募集を掲載し、希望のマッチングにつながる情報を紹介します】 

・企業として、学校や地域のために◆◆をしたいが、どこか受入れてくれるところはあるだろうか。 

・企業として、学校や地域のために■■ができるので、ぜひ皆さんから連絡がほしい。 など 

 ご賛同いただける企業・学校がありましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いします。 

 
【発行・お問合せ先】 

北海道教育庁十勝教育局 

北海道教育庁十勝教育局教育支援課社会教育指導班（田尾・山崎） 
住所：〒080-8588  帯広市東３条南３丁目 
電話：（0155）26-9243（直通） 平日 8:45～17:30 
E-mail：yamazaki.kouji@pref.hokkaido.lg.jp 


